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日本の開発体制（今までの考え方）
技術成熟度

JAEA倉田 軽水炉燃料等の安全高度化ロードマップ検討WG資料

メーカー、電力
実証・実用化

METI、JAEA、
メーカー、電力
原理実証研究

本事業

規制庁、学会
規制の考え方

連
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し
た
進
行
が
重
要

将来展開

海外機関
OECD/NEA、EPRI、NRC

知見
経験 研究

参画

本事業を含め、技術成熟度（TRL）の大半の階層が
同時進行し、実装に向けた知見のフィードバックが
適切に行われる体制の構築に成功している。
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TRLの考え方

TRL

参考 Project plan to prepare the U.S. NRC for efficient and effective licensing of ATFs (2021)
原子力学会標準委員会 燃料技術レポート、ATF技術レポート 他
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上位TRLで新たな課
題が見つかる可能性
もある

全く違うテーマで
新しい課題が出て
テーマ１に課せ
られるかもしれない 別の上位テーマに

展開するかもしれない

新しいテーマに展開するかもしれない
スピンオフするかもしれない

現在は、TRLの低から高への矢印
だけで整理。
・待ちの姿勢
・後は口出しするなの姿勢
・報告して終わりの姿勢

↓
でもそんなに単純
ではないでしょう。
それに、これを
続けていたら
またムラに戻ります。
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SH2

SH1

パラダイムシフトが必要である！

TRL
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課題の発見

他所での
課題発見

上位展開

展開
スピンオフ

ステークホルダ

この相互作用の中から人材が育つことも忘れるべきではない

この相互作用を俯瞰し、
まとめる人材／機関が必要

ステークホルダの境界を越えた
研究開発、規制のPDCAが必要
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東大のプロジェクトで抽出された事例（想定される事例）

TRL

higher

lower CrとZryの接合技術

CrコートZry被覆管の製造

Cr／Zry接合界面の熱的安定性

事故時安全性

接合条件
接合強度向上の要求？ 事故時の高温（高湿）環境

における熱的安定性

Multi-functional Coatingの要求？

スピンオフ：核融合材料への展開

ステークホルダ

一つのSH内での
フィードバックは
良く機能する

スピンオフ：
炉内酸素濃度
の調整による
水素発生低減

事故時安全性
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経産省JAEAのプロジェクトで抽出された事例（想定される事例）

TRL

higher

ステークホルダ

電力

メーカー

JAEA

大学

試験研究炉照射に
よる燃料ふるまい確認

高燃焼度までの
燃料ふるまい予測

モデルの妥当性検証
及び改良

事故時燃料変形・破損挙動モデルの構築
（基礎実験と詳細分析によるメカニズム検討の知見等反映）

事故時安全性評価国内LTA

lower

JAEAにおける
ATF基礎基盤研究

スピンオフ：新型燃材料／革新炉開発等への展開

事故時変形破損・酸化挙動評価

事故時までの燃料ふるまい
解析コードの整備

変形破損・酸化
挙動モデルの改良

燃料ふるまいモデルの構築
（代替照射によるメカニズム

検討の知見等反映）

燃料ふるまい評価
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今後の発展として

• 小さな積み重ねが事故前の日本の体制を作っていた。良いこともあったが、良く
ないこともあった。

• ステークホルダー（SH）が強く独立していて、相互の知見、経験、問題意識の共
有がうまくいっていなかったこともその一つ。

• 事故とその後の外的刺激が日本のパラダイムシフトにつながり、そして、これを
より良い方向へ舵を切ったと評価するのであれば、我々はこれを劣化させること
なく維持発展させる必要がある。

• 技術成熟度（TRL）に基づく各ステークホルダーの役割の明確化と、TRLの進展
は、技術の実用化に向けて重要であるが、

• あるTRLにおける気づきや問題が、上位だけでなく下位のTRLにも共有されるこ
とにより新しい知見、知識、発見に至り、

• そこから新たな技術が生まれ、フィードバックされること、人材が育っていくこ
と、が大切
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ご清聴ありがとうございました
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